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会社概況 
   

会社名：キオクシア岩手株式会社 

現住所：岩手県北上市北工業団地 6 番地 6 号 

設立年月日：2017 年 12 月 25 日 

代表取締役社長：柴山耕一郎 

事業内容：フラッシュメモリの製造 

 

 

 

 

本書の報告対象期間 

 「キオクシア岩手株式会社 環境報告書 2024」は、2023 年度(2023 年 4 月

1 日～2024 年 3 月 31 日まで)の活動内容を掲載しています。一部内容は 2024

年度以外の活動報告も含んでいます。 
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社長あいさつ 
 

キオクシア岩手株式会社 

代表取締役社長 

環境保全責任者 

柴山 耕一郎 

 

キオクシア岩手は、フラッシュメモリの生産拠点として設立されました。フラ

ッシュメモリは、スマートフォンや自動車、データセンター等の情報を「記憶」

するための媒体として、生活に欠かせないものです。 

フラッシュメモリ市場の需給は、常に変化しています。このような状況の下、

当社は中長期的な需要を見据え、生産性向上や従業員の教育等による生産体制

の強化に取り組んでいます。 

皆さんの中には、半導体製造と聞くと、周辺環境への影響について気にかける

方が多いかもしれません。キオクシア岩手は、皆さんへご心配やご迷惑をおかけ

しないよう、様々な対策を講じながら事業を進めています。 

環境対策の具体例として、環境測定や設備の日常的なチェック、工場周辺の環

境巡視が挙げられます。 

本報告書は、環境トラブルの未然防止に加え、環境に関連した地域貢献等など、

キオクシア岩手の環境保全活動がまとめられています。 

私たちは、キオクシア岩手が、地域へ活気を与える存在になればと思っており

ます。皆さんの日頃からのご支援とご理解に感謝すると共に、当社の事業活動に

対し、引き続きのご支援をよろしくお願い申し上げます。 
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環境方針 

キオクシアグループは、環境に関する基本的な考え方を示した「キオクシアグ

ループ環境方針」を定め、グループ全体で共有しています。 

 

キオクシアグループ環境方針 

理念 

キオクシアグループは、貴重な地球環境を未来に引き継いでいくため、事業を

通した価値創造と環境の維持向上を推進し、持続可能（サステナビリティ）な社

会の実現に貢献いたします。 

 

方針 

キオクシアグループは、環境への取組みを経営の最重要課題の一つと位置づ

け、環境法規制の要求事項の遵守と汚染防止、情報インフラを支えるメモリ製品

とその応用製品、および関連するソフトウェア製品の提供とバリューチェーン

全体を通した環境負荷低減、国際的な枠組みに沿った計画的な製造時の温室効

果ガス排出削減に取り組んでいきます。また、監査の実施や活動のレビューによ

り環境マネジメントシステムの継続的な改善を行い、効果的な運用を推進しま

す。 

 

実行 

１．高容量化、小型化、省電力化による製品開発、製品の環境事前評価、および

原材料の適正管理と使用量削減を行い、メモリ製品とその応用製品、および

関連するソフトウェア製品の社会への提供を通じて、社会の環境負荷低減に

取組みます。 

２．省エネルギー技術の開発、生産性の向上、動力及び製造設備を中心とした省

エネルギー施策、クリーンエネルギー導入の検討など、温暖化ガス排出量削

減の取り組みにより地球温暖化防止を推進します。 

３．循環型社会構築のために生産性の向上、省資源型技術の開発など、３Ｒの取

組みを積極的に進めます。水資源の有効活用の観点では、工場立地周辺の豊

かな水資源を大切に使い、きれいにして自然に還します。 
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４．使用する化学物質の管理ならびに特定した化学物質の削減に係わる技術の

開発、取扱量及び環境排出量の削減施策の実施、汚染防止の取り組みにより

環境リスクの低減を実現します。 

５．生物多様性の保全を行うために、事業活動が生物多様性に及ぼす影響の低減

を図り、関連する社会貢献活動を推進します。 

６．環境広告・展示会やメディアを通じた、メモリ製品とその応用製品、および

関連するソフトウェア製品の省エネルギー技術等などの情報発信、地域・社

会との協調連帯により、ステークホルダーとの相互理解の促進に取組みます。 

７．組織の従業員の環境意識を高め、環境に配慮した企業活動を従業員全員で実

行します。 

 

この環境方針は、社内外に開示するとともに本組織で働くすべての人々に方

針を周知し、方針に沿った企業活動を推進します。 

 

キオクシアホールディングス株式会社 

代表取締役社長 

早坂 伸夫 
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トピックス 

地域とつながる環境活動 

キオクシア岩手は、地域のために出来ることを考えながら、環境活動に取り組

んでいます。 

■フードドライブ 

 フードドライブとは、家庭から集めた余剰食品を、フードバンクや福祉団体等

へ寄付する活動のことです。食品を必要としている人たちを支援すると同時に、

食品ロスの削減を図ることを目的としています。 

当社内での呼びかけによって集まった食品を、フードバンク岩手へ寄付いた

しました。 

 

 

 

 

 

 

 

寄せられた余剰食品 

■コンタクトレンズケースの回収 

コンタクトレンズ専門店「アイシティ」を展開する HOYA(株) アイケアカン

パニーが実施している活動、「アイシティ eco プロジェクト」に協力していま

す。本活動は、使用済みコンタクトレンズの空ケースを回収することで、ポリプ

ロピレンとしてリサイクルされた売却金の全額を(公財)日本アイバンク協会へ

寄付するものです。 

 

 

 

 

 

 

寄付の様子 (HOYA(株) アイケアカンパニー様) 



キオクシア岩手 環境報告書 2024 

7 

■地域とはじめる環境報告会 

地域とはじめる環境報告会は、北上市と共に実施するもので、企業の環境活動

を説明し関連施設の紹介、地域コミュニケーションの場とする取り組みです。      

キオクシア岩手では、当社が発行する環境報告書や構内所施設を紹介しまし

た。参加者から、これに対するご意見やご質問いただくことで、相互理解を深め

ることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

地域とはじめる環境報告会の様子 
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環境保全のための経営体制 

環境保全体制 

キオクシア岩手は、環境保全活動を継続的かつ効果的に推進するため、社長を

トップとする環境保全体制を構築しています。環境保全に対する組織の役割を

明らかにすることで、キオクシア岩手全体で環境保全活動に取り組んでいます。     

環境保全に関する事項は、社長が参加する「地球環境会議」で審議しています。 

また、「地球環境会議」での審議内容は、協力会社を含む全ての従業員へ展開

され、明確な環境保全活動を進めています。 

 

 

 

 

 

 

 

環境保全体制 

環境マネジメントシステム(ISO14001) 

キオクシア岩手は、環境マネジメントシステム(以下、EMS*)に従った経営を

進めています。EMS は、製品およびサービス等の事業活動によって引き起こさ

れる、環境への影響(環境リスク)を明確化したうえで、環境保全に取り組む仕組

みです。 

また、キオクシアグループの EMS は、国際規格である ISO14001 に適合し

ており、外部機関による定期的な審査を受けています。 

 

 

 

 

 

 

環境マネジメントシステム運用       ISO14001 登録証 

EMS* 英語表記 Environment Management System の頭文字 
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環境負荷低減の取組み 

環境目標 

 キオクシア岩手は、キオクシアグループの長期環境目標に基づき、地球環境会

議で審議された目標値を設定しています。 

日常的な削減活動や新たな改善活動の実行によって、ほとんどの項目で 2023

年度の環境目標値を達成しました。未達となった項目は、生産量の変化が影響し

たものです。当年度も原単位改善に向けて、取り組んでいきます。 

2023 年度環境目標結果 

 

原単位* 原単位目標には活動を評価できる指標として、当社の生産メモリ容量原単位を使用 

評価基準* ○：対目標実績 100%±10% ×：対目標実績 100%±50%以上 △：対目標実績 100%±50%未満   
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地球温暖化防止の推進(エネルギー起源 CO2 削減、温暖化物質排出量削減) 

 キオクシアグループでは 2023 年 4 月に、2050 年度までに事業活動における

温室効果ガスネットゼロとする目標を設定しました。 

グローバルな事業活動にともなう温暖化物質(PFC*等)排出量（事業場からの直

接排出（Scope1）、およびエネルギー起源 CO2 である購入エネルギー使用に起

因する間接排出（Scope2））のネットゼロ（温室効果ガスの排出量と吸収・除去

量を差し引きゼロ化）を目指します。 

購入エネルギーは、2040 年度までに再生可能エネルギーの使用比率を 100％に

することを目標に掲げ、グループの目標設定に連動し、エネルギー起源 CO2 削

減と温暖化物質排出量（PFC*等）削減活動を進めています。 

  

エネルギー起源 CO2 削減 

キオクシア岩手は、会社全体でエネルギー起源 CO2*削減に取り組む体制を構

築し、製造・動力・共有の設備で使用されるエネルギーの削減を進めています。

キオクシア岩手では年間エネルギー起源 CO2 削減目標を設定し、CO2 削減施策

を立案・展開しています。2023 年度のエネルギー起源 CO2 削減量は 5,288t/

年でした。 

また、再生可能エネルギーの活用を推進するために 2023 年 1 月にグループ

初の大規模自家消費型太陽光発電システムを導入しました。発電設備能力は約

3.6MW です。これによる CO2 削減効果は約 1,700t/年となりました。 

 

エネルギー起源 CO2* 燃料の燃焼や、供給された電気や熱の使用に伴って発生する CO2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
エネルギー管理体制 

 

地球環境会議

統括責任者：社長

幹事：施設管理部

CR技術製造部会

エネルギー管理体制

事務局：施設管理担当

動力部門部会
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エネルギー起源 CO2 削減施策 

 

温暖化物質(PFC*等)排出量削減 

 キオクシア岩手は、半導体を製造するため、多種類の温暖化物質(PFC 等)を扱

っています。 

PFC 等は、半導体を造るためには欠かせない材料ですが、PFC 等を大気放出

させることなく、除害装置による燃焼分解で地球温暖化対策を図っております。

また、製造工程の最適化で、使用量の抑制も行っています。 

PFC 等除害装置の除害効果 

 

PFC* 英語表記 Perfluorocarbon の略称 
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区分 主な施策

CR技術製造部会 製造装置の生産性改善、ポンプ機種変更など

動力部門部会 動力設備運転最適化など
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廃棄物削減 

半導体の製造では、製造工程から発生する廃液や排水処理から発生する汚泥

等、多くの廃棄物が発生します。キオクシア岩手は、廃棄物の発生量を削減する

ため、薬品・ガスの使用量削減や排水処理工程の改善に取り組んでいます。 

また、徹底した廃棄物の分別や再資源化の方法を検討することで、リサイクル

率の拡大を推進しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃棄物発生量・リサイクル率 
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■廃棄物削減事例 －廃液のリユース化－ 

半導体製造では、ウェハ上に回路を形成する工程(リソグラフィ工程)で、溶剤

を使用するため、多量の廃液が発生します。キオクシア岩手は、発生した廃液を

廃棄処分せず、蒸留精製しリユースすることで、廃棄物発生量の削減を行ってい

ます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

廃液のリユース 

 

■リサイクル事例 

キオクシア岩手は、廃棄物として処理される汚泥や廃酸・廃アルカリ液を 

セメント原料やリサイクル薬品として再資源化しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リサイクル事例 
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化学物質排出量削減 

 キオクシア岩手は、製造工程で使用される化学物質の排出量削減・代替化に取

り組んでいます。 

取組みの一例として、揮発性有機化合物(以下、VOC*)の除害が挙げられます。

VOC は、光化学スモッグの原因となることから、除害装置で燃焼分解すること

で、排出量を抑制しています。また、VOC 特有の臭気も除去しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VOC 除害装置の除害効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

VOC 除害装置 

VOC* 英語表記 Volatile Organic Compounds の頭文字 
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化学物質管理 
化学物質の事前評価                            

キオクシアグループは、「化学物質はできるだけ使用しない」「環境負荷の小さ

い化学物質への代替化に努める」「使用する場合は適正に管理する」ことを基本

的な考えとして、化学物質の及ぼすリスクを事前評価し、化学物質使用状況の把

握・管理を行っています。 

 

 

 

 

 

 

 

化学物質の事前評価フロー 

製品含有化学物質管理 

 世界各国で、製品に含有する化学物質の規制が年々強化されています。規制強

化の背景には、化学物質による人体影響と環境汚染問題があります。主な規制に

は、POPs 条約や EU REACH 規則、EU RoHS 指令などがあります。 

キオクシアグループは、これらの環境問題と規制に対応するため、製品に含有

してはならない「調達禁止物質」と、含有を管理すべき物質である「調達管理物

質」を選定しています。こうした製品含有化学物質管理を通じて、有害物質を可

能な限り使用しないことを目指し、環境負荷を低減しています。 

製品含有化学物質の区分 

 

区分 物質名

調達禁止物質
鉛及びその化合物、水銀及びその化合物、カドミウム及びその化合物、六価クロム化合
物、ポリ臭化ビフェニル(PBB類)、ポリ臭化ジフェニルエーテル類(PBDE類、DecaBDE
を含む)等、キオクシアグループが規定する70分類の物質。

調達管理物質
アンチモン及びその化合物、ヒ素及びその化合物、ベリリウム及びその化合物、ビスマ
ス及びその化合物、多環芳香族炭化水素(PAHs)、臭素及びその化合物等、キオクシアグ
ループが規定する27分類の物質。
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グリーン調達 

キオクシアグループは、「キオクシアグループ環境方針」に基づき、持続可能

な社会の実現に向け、各国の法令や規則、顧客からの要請等などを反映した「キ

オクシアグループグリーン調達ガイドライン」を定めています。 

本ガイドラインには、資材調達における環境負荷軽減に対する考え方や、有害

化学物質管理に対する要望が記載されており、調達取引先様と共有されていま

す。「グリーン調達」とは、調達取引先様にも積極的に環境保全を推進していた

だき、より環境負荷の小さい製品・部品・材料等などを調達することです。 

事業活動を進めるためには、有害化学物質等による、環境負荷やリスクの低減

を考慮した、サプライチェーン全体にわたる活動が重要であり、ビジネス上重要

なパートナーである調達取引先様の協力が欠かせません。キオクシアグループ

はグリーン調達活動を推進することで、適切な化学物質管理に努め、より良い地

球環境の実現に貢献しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キオクシアグループ グリーン調達ガイドライン表紙 
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環境リスクへの対策 

環境法令順守 

キオクシア岩手は、環境法令の順守を徹底するため、当社に適用される法令、

その他の要求事項を明確にし、製造・動力設備の調達等に、適用される法令の該

否をチェックしています。 

■法令の一元管理 

随時改正される環境法令に漏れなく対応するため、定期的に改正内容を確認

しています。キオクシア岩手に適用される改正内容は、「法令登録一覧表兼順守

評価表」に反映し、一元管理されています。 

■順守評価 

毎年、キオクシア岩手に適用される環境法令の順守状況を評価しています。

2023 年度は、全ての法的要求事項において問題はありませんでした。 

■設備投資・設置時の順法チェック 

設備投資及び調達時に、水質汚濁防止法や県条例等環境法令の該否を判定し、

該当する設備については、必要に応じて届出等を実施しています。 

環境測定 

キオクシア岩手は、周辺地域の環境を守るために、北上市と環境保全協定を締

結しています。環境保全協定では、法規制より厳しい自主管理基準を設けており、

排気や地下水等の測定および監視をしています。 

■測定項目 

1.北上市環境保全協定項目 

土壌汚染や大気汚染防止を目的に、地下水の測定(ふっ素)及び排気(窒素酸化

物等)の測定を行っています。 

2.その他項目 

排水や悪臭物質、騒音・振動等を定期的にサンプリングし監視しています。

なお、排水は下水道放流となりますが、下水処理後の河川への影響を最小限と

するため、法基準より厳しい自主基準を設けています。 

    

 

 

            地下水測定            騒音測定 
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■分析センター 

キオクシア岩手内に分析センターを設置し、サンプリングから分析を迅速に

実施できる体制を整備しています。 

  

 

              キオクシア岩手 

分析センター           COD 分析  

 

環境保全のための設備 

 キオクシア岩手で設置している排水や廃棄処理等などの設備は、キオクシア

グループ独自の構造物ガイドラインに基づき設置されています。対象となる環

境施設は、排水や排気処理設備等です。構造物ガイドラインには、化学物質によ

る汚染の未然防止・リスク低減を目的とした基準が定められています。 

 

 

 

 

 

 

排ガス洗浄装置           防液堤(排水中継槽) 

 

 

 

 

 

 

 

接手の二重配管           漏液防止ピット 
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緊急事態対応訓練 

 キオクシア岩手は、取り扱う薬品による事故や自然災害等を環境リスクと捉

え、それらに対処できるよう、「緊急事態対応訓練」を実施しています。 

 緊急事態対応訓練は、実際の作業想定や連絡体制など、協力会社と共に意見を

出し合いながら行われます。本訓練により、社内全体の環境事故に関するコミュ

ニケーションが活発化され、事故防止の役割も果たしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

薬品の漏洩を想定した訓練 
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環境コミュニケーション 

地域との環境コミュニケーション活動 

■桜守事業 

 北上市では、桜の名勝地である展勝地の素晴らしい桜を次の 100 年につない

でいくため、桜の世話を行う「桜守」を育成する桜守事業活動が行われています。 

キオクシア岩手は、本事業の「桜守講習会」に 2021 年から参加し、同公園内

の桜の若木の剪定や肥料を与える作業に協力しております。 

 

 

 

 

 

 

 

桜守講習会への参加 
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社内への理解・普及活動 

■月間行事 

 キオクシア岩手では、従業員の環境意識向上を目指し、6 月：環境月間、10

月：3R 推進月間、2 月：省エネルギー月間を実施しています。実施内容は、工

場周辺清掃、環境教育イベント等を行っています。 

 

 

 

 

 

  

 

工場周辺清掃 

 

 

 

 

 

 

 

 

環境教育イベント(気候変動ワークショップ) 

  



キオクシア岩手 環境報告書 2024 

22 

各種データ 

環境測定データ 

キオクシア岩手は、北上市環境保全協定に基づき、環境測定を実施しています。 

１．ボイラー・排ガス測定結果 

 

 

 

 

２．地下水測定結果 

規制値* 北上市環境保全協定にて定めた値 P.17「環境測定」参照 

実測値* 実測値は 2023 年度の平均値 

 

PRTR(化学物質の排出量・移動量の把握) 

PRTR*とは、どのような化学物質が、どこから、どのくらい、環境(大気・公

共用水・土壌等)中へ排出されているか(排出量)、廃棄物等として移動している

か(移動量)を把握し、集計・公表する制度です。 

「特定化学物質の環境への排出量の把握等及び管理の改善の促進に関する法

律」(PRTR 法)に基づき、第一種指定化学物質の年間取扱量が 1t 以上(特定第一

種化学物質においては 0.5t 以上)となった場合に、環境中(大気、水、土壌)へ排

出・移動した量を報告することが義務付けられています。これらの情報は、経済

産業省及び環境省が開示しています。 

PRTR* Pollutant Release and Transfer Register 
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2023 年の PRTR 対象データ*(単位：t/年) 

排出量*移動量* 小数点第 2 位までとする 

当該事業所における土壌への排出* 事業所敷地内での埋立処分以外の排出量 

当該事業所の外への移動* 下水道への移動以外で事業所の外へ運び出された量 
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マテリアルバランス 

１．投入量 

 

２．排出量 

 

廃棄物* リサイクルと有価物を含む廃棄物の発生量 

放流水* 下水への放流 
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連絡先 

キオクシア岩手株式会社 

施設管理部 環境保全担当 

〒024-8555 岩手県北上市北工業団地 5 番地 29 号 

電話 0197-68-8221 (施設管理部直通) 

 

 


